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〔 名  前 〕 玉川 朝子 (タマガワ トモコ) 

〔 職  位 〕 准教授   

〔 保有学位 ・資格 〕 教育学修士、幼稚園教諭専修、保育士、介護福祉士、認定ベビーシッター   

〔 担当科目 〕 乳児保育Ⅰ・Ⅱ、教育課程論・保育の計画と評価、卒業研究Ⅰ・Ⅱ、幼児教育
基礎Ⅰ・Ⅱ、インターンシップⅠＡ・ⅡＡ、インターンシップⅠＢ・ⅡＢ 

〔 専門分野 〕 保育学、教育学、保育者養成、実習指導 

〔 学外活動 〕 大阪樟蔭女子大学非常勤講師 
日本保育学会会員 

 日本乳幼児教育・保育者養成学会会員 
           日本乳幼児教育学会会員 
 日本保育者養成教育学会会員 

 

〔 主な教育・研究業績 〕 

 著書 

 （共著） 「乳児保育Ⅰ・Ⅱ」(pp.44-59 表内分担,60-87,150,151)嵯峨野書院（2021）    

 （共著） 「学外実習テキスト」(授業用テキスト) （2022） 

 （共著） 「？＜ハテナ＞から考える乳児保育Ⅰ・Ⅱ」(pp.90-97,214-219)（2026） 

 

 査読付き論文/研究ノート 

・ 玉川朝子、中津功一朗、高橋亨輔：「機能共鳴分析手法(FRAM)を用いた保育実践の可視化―2 歳児
の保育の片付け場面に着目して―」大阪総合保育大学紀要 第 20 号 pp.149-163（2025） 

・ 玉川朝子：『乳児保育の指導計画におけるシステマティックレビュ－』大阪総合保育大学紀要 第 19
号 pp.115-132（2024） 

・ 玉川朝子：『2 歳児のままごと遊びにおける保育者の応答的関わりの一考察』 大阪総合保育大学紀
要 第 14 号, pp.43-57（2020） 

 査読なし論文 

・ 玉川 朝子・片山 綾：「インターンシップ必修化による学生の変化」大阪総合保育大学短期大学部紀
要第 1 巻 pp.37-52（2025） 
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・ 玉川朝子、片山綾、大嶋健吾：『「学生と実習先の効果的マッチングシ－ト」の作成と検討 －インタ
－ンシップでの試み』大阪城南女子短期大学研究紀要第 58 巻 pp.35-50（2024） 

・ 中津功一朗、玉川朝子:『保育現場の安全対策－ヒヤリハット収集の課題－』 大阪城南女子短期大
学研究紀要 第 58 巻, p.1-16（2024） 

・ 中津功一朗、玉川朝子：『ICT 導入の意義に着目した保育の質向上に関する研究』 大阪城南女子短
期大学研究紀要第 57 巻 pp.27-44（2023） 

・ 大嶋健吾、芝田圭一郎,玉川朝子、中津功一朗：『年間を通したインタ－ンシップの教育的効果 －現
状と課題－ 』大阪城南女子短期大学研究紀要第 57 巻 pp.1-26（2023） 

・ 玉川朝子：『2 歳児クラスの積み木遊びにおける保育者の応答的関わりの一考察』 大阪城南女子短
期大学研究紀要第 55 巻 pp.19-39（2021）  

 

 学会発表 
 玉川朝子、中津功一朗：「想定外が生じた片付け場面における保育者の対応 ―ＦＲＡＭを用いた可

視化の有用性―」日本保育学会第 9 回中部ブロック研究集会（2026） 

 古屋肇子、玉川朝子、多田鈴子、山田千智、芝田圭一郎：「保育者が園児の意見表明を支えるために
サポートが必要と感じる場面の分析」日本保育保健学会第 32 回大会（2026） 

 玉川朝子、中津功一朗：『2 歳児クラスの月間指導計画の考察－保育の内容の見直しと計画改善の観
点から－』 日本乳幼児教育・保育者養成学会第 4 回大会（2023） 

 中津功一朗、玉川朝子：『幼児教育現場のリスクマネジメント－ヒヤリハット収集の現状と課題－』 
日本保育学会第 76 回大会 CD-ROM（2023） 

 中津功一朗、玉川朝子：『ICT 導入と保育の質の関連についての考察 －他業界の ICT 化課題の観点
から－ 』 日本乳幼児教育・保育者養成学会第 3 回大会（2022）  

 

 社会における活動 

・ 2025~      家庭生活支援員（子育て担当）養成研修会 講師 
・ 2019.4～2024    社会福祉法人 千早赤坂福祉会にて同法人  保育アドバイザー 研修講師  

（主な園内研修）  
 月間指導計画の捉え方について  
 各保育室の環境について  
 子どもの遊び場面に対する保育者の関わりについて 等  


